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Self-introduction



主な活動と経歴
本年度 

　　　京都市教育委員会　総合育成支援課　専門主事 
　　　京都府 特別支援教育京都府専門家チーム（宇治支援学校SSC） 
　　　ＮＰＯ　支援機器普及促進協会　理事長 

昨年度以前 
　　　京都市　呉竹総合支援学校・東総合支援学校　特別非常勤講師 
　　　京都市　携帯電話市民インストラクター 
　　　京都市　ＩＣＴ活用支援員　（総合支援学校ICTコーディネーター） 

　　　京都市　総合育成支援員　（発達障害児支援） 
　　　京都市　精神障害者授産施設　京都市朱雀工房　統括職業生活支援員 
　　　京都市　地域若者ｻﾎﾟｰﾀｰ　（引きこもり支援） 
　　　京都府教育委員会　社会教育委員 
　　　京都府高等技術専門校　在職者訓練インストラクター 
　　　中小企業基盤整備機構　経営改善ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 
　　



18番テトラソミー 
140,000人に一人という非常に出生率の低い染色体異常 （18番染色体が4本ある病気です）
の我が子と同じ障害を持つ方々との情報交換の場になってほしいと思いつくりました

私も、京都府立向日が丘支援学校　中学部１年生の三男がおります

http://ameblo.jp/memis-18/




Topics



Apple - Making a difference. One app at a time



Autism Acceptance Month - Apple



 We believe that technology should be accessible to 
everyone.



多彩！ワンスイッチによる Mac や iPhone の操作



福井東特別支援学校　遠隔授業で恐竜をPR



Apple-Pay



I Think First



40年ギャップ



ピアソン社（世界最大の教育関連企業）の主席教育顧問　マイケツ・ハー
バーさんは「40年ギャップ説」を唱えています 

「どの時代をベースに教育政策を考えるか」について、人によって40年
のギャップがあり、それが大きな問題だという説です 

つまり 

①本来ならば生徒が社会に出て活躍する20年後を見据えて、教育のある
べき姿を考える必要がある 

にもかかわらず 

②現場の教師は今しか見えていない 

さらに両親は 

③自分たちが受けた教育（20年前）をベースに考える 
という意味です 



Read、Write、calculate、store、guess   =  convenience

読む、書く、計算する、記憶する、推測する は、 
コンビニエンス(便利)

デジタルネイティブ世代の子供たち 
あれば(出来れば)便利 =(でも) 無くても(出来なくても)良い



読む          
    
書く         

計算する   

記憶する   
      
推測する  

情報のインプット

情報のアウトプット

情報の処理

情報の蓄積

情報の応用

そもそも何の為の行為 



タブレットである必然性 

携帯性 
操作性 
手書認識 
音声認識 
音声出力 

カメラ＆パソコン 
・・・





代替
ICTは単に代替手段として扱われ、活動に般化はない



代替
ICTは単に代替手段として扱われ、活動に般化はない



All in One 
操作性

Point



増強
ICTは単に代替手段として扱われるが、活動に変化がある



カメラ＆パソコン 
操作性

Point



本日は 
ここから



修正・変更
ICTにより実践内容をかなり修正することができる



携帯性 
操作性 
音声認識

Point



変革
ICTにより今までは実現できなかったような実践ができる



手書認識 
音声出力 
音声認識

Point



変革
ICTにより今までは実現できなかったような実践ができる



環境を整備すれば…

Point



Exercise

Modification（修正・変更）

ICTにより実践内容をかなり修正することができる



教師が使う



どんな効果があ
るかな？



これまで
やりたかった
どんな事が可能
になるかな？



これまで
のフラッシュ
教材との違いは
何？



具体物よりもデ
ジタルが良い子
ども達ってどん
な子ども？



デジタルだから
出来る教材！

結果だけでは気
付かなかった事
も分かるかも…



作業の効率化！



疑似体験の
必要性
どんな状況？



動画の比較提示
誰にどんな用途
で使う？



客観的なデータ
を簡単に

黙ってみるコミュ
ニケーション



音声読上教材も
簡単に作れるん
です！
勿論教科書以外
でも…



子ども達が使う



単眼鏡で見るよ
りも、板書を見
て書くよりも便
利！

勿論、授業の振
り返りに使って
もいいですよね



タッチパネルで
ないPCもiPadで
タッチ操作！

どんな子ども達
に使いたい？



一見ただの遊び？
でも使い方次第
でとんでもない
教材に…

発想を柔軟に



ラジカセが操作
できなくても、
スイッチで簡単
に操作

無理だと諦めな
い！



買ってもらわな
くても、自分で
出来る！！

具体物では操作
出来なくても、
ドラッグ操作な
らばできるか
も…



スロー再生
動画比較
コマ撮り
拡大表示

どう使う？



読めなくても大
丈夫！

人に頼らず自分
で解決できる！



読めなくても書
けなくても大丈
夫！

人に頼らず自分
で解決できる！



手書き認識の機
能は筆談以外に
も利用できます

どんな使い方
が…？



Exercise

Redefinition（変革）
ICTにより今までは実現できなかったような実践ができる



教師が使う



見せたいものを
各自の手元に…



プロジェクショ
ンマッピングも
先生が作れる時
代に…

いつ使う？



合成動画でも簡
単に作成できる
んだ！

いつ使う？



楽器が弾けなく
たって大丈夫！

楽譜があればOK



子ども達の作っ
た造形物をデジ
タルで保存して
おきたいと思い
ませんか？



オリジナルのAR
体験ができます。

どんな事に使え
ますか？



タブレットの優
位性は携帯性で
すよね。

どんな利用方法
が考えられます
か？



星座盤が使えな
くたって、目の
前の星座はわか
ります。



子ども達が使う



たとえバーチャ
ルでも体験でき
る！！

みんなキレイに
なってみたいよ
ね



たとえバーチャ
ルでも体験でき
る！！

みんなノリノリ
でダンスしてみ
たいよね



たとえバーチャ
ルでも体験でき
る！！

みんなと同じよ
うに遊びたいよ
ね



たとえバーチャ
ルでも体験でき
る！！

みんなと同じよ
うに形ハメした
いよね



スイッチを操作
するよりも、簡
単かも…

柔軟な発想は大
切です



スイッチを操作
するよりも、簡
単かも…

柔軟な発想は大
切です



子どもでもこん
なクオリティの
特撮が簡単にで
きます。

柔軟な発想は大
切です

書いたり、作っ
たり以外にも創
造は可能です。



書いた絵が動き
出すなんであり
えない！！

これをどう使う？



書けなくたって、
録音、画像、手
書き、テキスト、
自分のやりやす
い方法で記憶で
きます。



ただのボイスレ
コーダーとは全
く違います。

聞きたい場所を
一発検索！



ただの電卓とは
全く違います。

計算方法が分か
らなくたって大
丈夫！



手話が出来なく
たってコミュニ
ケーションは可
能な時代に…



見えなくたって、
知りたいですよ
ね！



Summary



子ども達の困りに気づく！ 

タブレットである必然性！ 

自分で出来る！ 

柔軟な発想力！



おもちゃと遊びの支援技術（AT)

コミュニケーションの原点を考えていくと、子どもにとって遊びの場面が
とても重要であることが分かります。他者との共感や共有の関係性、模倣
やイメージ力の発展、人と物と人との三項関係など、コミュニケーション
の基礎的な課題が遊びの場面にたくさん存在しています。

しかし、重度の障がいのある子どもは、自分から主体的に他の子どもたち
と関わって遊ぶような場面がありません。

そこで、これまで培われてきた多様な支援技術を生かし、ハイテク機器の
代わりにおもちゃをつなぐことで、重度障がい児の遊びの場面を拡大、充
実させることを試みます。どんなに障がいの重い子どもでも、楽しく遊べる
ようになれば興味は広がり、みんなの仲間に入って活動できるようになれ
ば、自然にコミュニケーションの力も発達していくはずです。

http://www.wakayama-u.ac.jp/~eda/newpage2.htmlより一部抜粋

http://www.wakayama-u.ac.jp/~eda/newpage2.html


子供たちの困り
（アセスメント）

と
支援の引出しを多く持つ

（ノウハウ）
ことがこれからの

特別支援には求められます。
その中の一つのツールがICTです。



楽しさとは自分で決断できる喜び 

楽しさは忍耐力を産む

一度やり始めたことは最後までやる 

自主的よりも主体的に・・

NHK Eテレ　奇跡のレッスン



カメラ機能などを使用するにあたって 

著作権、肖像権には 
充分な注意が必要です。 
児童生徒が利用する際にも 

情報リテラシーの学習を並行して 
行うことが生活の中で利用していく 

為にも大切です。



Reference book











「合理的配慮」「学習のUD」「特別支援教育」「概論・入門編」

各号のキーワード

「視覚支援」

特別支援教育とAT(アシスティブテクノロジー) 
国立特別支援教育総合研究所　金森　克浩

「AAC再入門」 「知的障害」



東京大学先端科学技術研究センター　　中邑 賢龍



魔法プロジェクト　研究成果

あきちゃんの魔法の 
ポケット

魔法のふでばこ 魔法のじゅうたん

http://maho-prj.org/魔法のランプ 魔法のワンド 魔法の宿題

東京大学先端科学技術研究センターとソ
フトバンクグループは、携帯電話・スマー
トフォン等の情報端末の活用が障害を持
つ子どもたちの生活や学習支援に役立つ
ことを目指し2009年6月から「あきちゃ
んの魔法のポケットプロジェクト」をス
タートしました。 

https://maho-prj.org

http://maho-prj.org/
https://maho-prj.org


文部科学省 
発達障害のある子供たちのための 

ICT活用ハンドブック

特別支援学級編 通常の学級編 通級指導教室編

平成25年度文部科学省調査研究委託事業

ICT活用
ハ ン ド ブ ッ ク

通 常 の 学 級 編

通級指導
教室編

ICT
ハンドブック

平成25年度文部科学省委託事業

発達障害のある子供たちのための

活 用

Information and
Communication Technology



香川大学教授　　坂井　聡



日本肢体不自由児協会



http://npo-atds.org

http://npo-atds.org
http://npo-atds.org

